
●
第
九
節
　
隠
居
そ
し
て
遷
化

第
一
項
　
隠
居
地
の
変
遷
と
生
活

正
徳
四
年
六
月
十
九
日
寺
社
奉
行
か
ら
隠
居
の
許
し
が
出
て
、
二
十
八
日
後
任
に
詮
察
が
決
ま
っ
た
（『
有

実
記
』）。
祐
天
七
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
『
略
記
』
に
よ
れ
ば
、
一
本
松
の
隠
居
所
が
古
く
な
っ
て
い
た
の
で
、

祐
天
の
た
め
に
急
ぎ
修
復
す
る
間
、
七
月
下
旬
、
真
乗
院
（
文
昭
院
殿
廟
所
別
当
）
に
仮
住
ま
い
を
し
た
。

こ
の
と
き
の
真
乗
院
主
億
道
は
も
と
祐
天
の
随
身
の
僧
で
あ
っ
た
と
言
う
（『
実
録
下
書
』
附
）。
こ
の
日
は
、

府
内ノ

檀
林
及ヒ

法
縁
恩
顧ノ

寺
院
陪
乗
相ヒ

従フ

道
俗
雲
集シ

テ

填
二

塞シ

巷
路ニ
一

惜テ
レ

別ヲ

哀
歎ス

也

と
い
う
ほ
ど
人
々
が
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
そ
し
て
、
二
、
三
か
月
し
て
、
一
本
松
の
修
営
が
成
り
、
一
本
松

で
の
隠
居
生
活
に
入
っ
た
と
す
る
。

実
は
こ
の
辺
り
の
記
述
は
「
縁
山
志
」（
十
、『
浄
全
』
十
九
、
四
九
八
頁
）
と
相
違
す
る
。「
縁
山
志
」
に

よ
る
と
六
月
二
十
三
日
に
真
乗
院
に
移
り
二
十
九
日
に
一
本
松
に
移
っ
た
と
さ
れ
る
。『
浄
土
宗
大
年
表
』
に

も
「
縁
山
志
」
の
説
を
乗
せ
『
増
上
寺
日
鑑
』
を
参
考
資
料
と
し
て
載
せ
て
い
る
の
で
日
付
は
こ
ち
ら
の
ほ

う
が
正
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
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（『
略
記
』）



「
縁
山
志
」
の
門
周
の
伝
記
（『
浄
全
』
十
九
、
四
九
六
頁
）
を
見
る
と
、
こ
の
と
き
隠
居
の
身
と
し
て
一

本
松
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
、
祐
天
の
隠
居
に
合
わ
せ
て
青
山
に
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
準
備
期
間
を
十
日
間
と
見
れ
ば
、「
縁
山
志
」
の
日
付
が
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
詮
察
の
入
院
が
二

十
八
日
と
す
れ
ば
、
そ
の
前
に
祐
天
が
一
時
真
乗
院
に
移
っ
た
理
由
も
わ
か
る
。
こ
の
日
付
に
関
し
て
は

「
縁
山
志
」
の
ほ
う
が
合
理
的
と
も
思
わ
れ
る
。

享
保
二
年
二
月
十
四
日
、
祐
天
は
一
本
松
か
ら
芝
西
応
寺
に
移
る
（「
縁
山
志
」
十
『
浄
全
』
十
九
、
四
九

九
頁
）。
理
由
は
、
詮
察
の
隠
居
で
あ
っ
た
。（「
縁
山
志
」
十
『
浄
全
』
十
九
、
五
〇
一
頁
）
の
詮
察
の
伝
に

よ
れ
ば
、
詮
察
は
黄
疸
に
か
か
り
、
二
月
十
五
日
隠
退
の
免
許
を
得
て
、
十
七
日
に
一
本
松
に
隠
栖
し
た
。

次
の
縁
山
主
白
随
は
十
三
日
に
内
定
し
、
二
十
一
日
に
大
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
六
月
十
八
日
、
祐
天
は
麻
布
の
龍
土
の
閑
室
に
移
っ
た
（「
縁
山
志
」
十
）。
こ
の
西
応
寺
の
四

か
月
間
こ
そ
、
龍
土
の
地
に
祐
天
の
た
め
の
草
庵
を
造
る
期
間
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
龍
土
が
祐
天
の
最
後
の
地
と
な
る
の
で
あ
る
。

祐
天
の
隠
居
後
の
生
活
は
お
そ
ら
く
昔
の
牛
島
時
代
を
再
現
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
思

わ
れ
る
。『
略
記
』
に
は
、
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と
あ
り
、
た
だ
ひ
た
す
ら
浄
業
を
修
し
た
と
さ
れ
る
。

第
二
項
　
道
俗
の
信
仰

『
利
益
記
』
を
通
し
て
、
隠
居
後
の
祐
天
に
対
す
る
庶
民
の
信
仰
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
伝
左
衛
門
現
罰
を

蒙
り
し
事
」（
下
、
六
丁
）
と
し
て
、
良
忠
寺
の
順
阿
の
代
に
戸
出
村
に
お
い
て
祐
天
の
「
大
幅
の
名
号
を
拝

受
し
て
本
尊
と
し
戸
　
輪
次
に
百
万
遍
を
修
し
」
て
い
た
と
き
の
話
が
あ
る
。
伝
左
衛
門
と
言
う
男
が
「
農

事
を
怠
り
田
の
畦
に
眠
」
っ
て
い
た
。
理
由
を
問
う
と
「
昨
夜
主
人
が
親
の
年
回
な
り
と
て
。
売
僧
が
書
た

る
名
号
を
か
け
。
大
数
珠
を
く
り
。
鉦
を
打
て
。
よ
も
す
が
ら
無
間
の
業
を
造
り
し
が
い
ま
　
　
し
さ
に
。

ね
ふ
ら
れ
ざ
り
し
ゆ
ゑ
な
り
」
と
言
っ
た
。
こ
の
男
は
最
後
大
熱
を
発
し
苦
し
み
叫
ん
で
息
が
絶
え
た
と
言

う
。順

阿
と
は
『
良
忠
寺
誌
』（
十
三
頁
）
に
よ
れ
ば
良
忠
寺
第
四
十
一
世
で
、
元
禄
年
間
か
ら
住
職
を
し
て
お

り
、
享
保
七
年
に
遷
化
し
て
い
る
。

こ
れ
は
す
な
わ
ち
日
蓮
宗
の
信
者
に
対
す
る
他
宗
誹
謗
へ
の
戒
め
と
し
て
の
逸
話
で
あ
ろ
う
が
、
文
中

「
祐
天
大
僧
正
ハ
天
下
乃
大
善
知
識
に
し
て
、
貴
賎
上
下
帰
依
渇
仰
せ
ざ
る
ハ
な
し
」
と
あ
る
。
祐
天
が
家
宣

の
大
導
師
を
勤
め
た
こ
と
へ
の
反
響
が
、
民
間
レ
ベ
ル
に
も
浸
透
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
こ
の
話
は
正
徳
五
年
十
一
月
十
七
日
の
こ
と
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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